
築山稲荷

岡
信
資
料
館

ご
ち
そ
う
屋
敷

1

2

3
4

5

6本
丸

7

8

9 10

12

13
14

15

16

11

浄瑠璃曲輪

三の丸

菅
生
曲
輪

二
の
丸

稗
田
曲
輪

白
山
曲
輪

本
丸

北曲輪

備
前
曲
輪

坂
谷
曲
輪

隠
居
曲
輪

江戸時代の道江戸時代の道

赤門

田中吉政   岡崎城主（1590 ～ 1600）
当時菅生川の南にあった東海道を城下へ引き

入れ「岡崎二十七曲り」の基礎を造り ,
また惣堀（田中堀）を築造するなど、城下町

の整備をおこなった。

船の大きさ
19ｍ　6ｔ

平坂みなとまで3日

岡崎名物火打石
岡崎名産こまの爪
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家康公岡崎在城時の様子
「永禄四年ゟ六七年迄岡崎御在城之間御家中御旗本衆迄屋敷附」（中根甚太郎家文書収）
・江戸期の後半にその時の地名等で、家康公在城期の家臣団の屋敷位置を記したもの。信憑性は高い。
・近世の城内に20名、惣構え内を含めて56名の上・中級家臣たちが在住していた。
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備前郭内　  酒井政家
菅生御門前　酒井忠次　石川数正
黒御門内　  鳥居元忠　石川家成　大須賀康高　本多忠勝　
三の丸　    松平与市
中之馬場　  植村家政　服部正成
天王社東　  大久保忠世
ふきぬき筋（連尺町南）榊原清政　康政
大林寺東　  内藤正成
大林寺下　  内藤家長
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主な家臣の屋敷推定場所主な家臣の屋敷推定場所

お茶壷道中
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さくらのばばどば

桜の馬場土場

ねんぐ 米 税金
城用

まんしょうじ萬性寺土場（船着場）

まんしょうじ萬性寺土場（船着場）

塩 米 魚
民間用


